
　（別紙４（２）） 事業所名：たのしい家山科音羽

目標達成計画 作成日：平成30年1月30日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

日常的な外出支援が足りない 日常的な外出支援を増やすことで、入居者
様が社会交流を通じて、いきいきとした活気
のある生活に繋げる

・桜の時期には車で出かけおやつを自ら買い、
桜の下でお花見を味わう
・好みの食べ物を伺い、外食に出かける
・活気のある公園や動物園に遠足

3ヶ月

2 29

地域資源との協働の取り組み 地域の方によるボランティアの活動により、
施設とのより密接な関係を作る

・1月には地域の方のボランティアによる「歌の
会」を開催ができ、定期的な活動が出来るよう
働きかける 3ヶ月

3 2

事業所と地域のつきあいの強化 地域の一員としての理解、認知症の方の理
解を深める

・施設開催の祭り、昨年は初めての試みに挑戦
しました。本年度は地域の方にも呼びかけ、参
加を働きかけ地域の方との時間を過ごす 8ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


